＊首都大学軟式野球連盟　関係者の皆様へ講習会のまとめ＊

[bookmark: _GoBack]＜自分が原因で試合を止めない＞
瞬時に状況を判断し、正しい言葉で表現する力が必要
1 環境を整える
・窓の汚れ、砂埃、スコアブック、メンバー表、スタメン表、アナウンスマニュアル、3色ボールペン、シャープペン、消しゴム、水
2 審判から連絡を受けたら速やかにアナウンスする
・試合前にスタメン表、メンバー表に目を通し、音読する
③常に冷静に球場全体を見渡す
・バッターばかり見ていてはダメ
・球場内のアクシデントに対応できるようにマニュアルの内容は最低限覚える


＜マイクを通して発言することに責任をもつ＞
①その空間（球場）にいる人に与える影響が大きい
・気分や天候に左右されない安定した声を身につける
・言葉はただ口にするのではなく、意味を理解し表現
・間違った情報は決して口にしない
②自分の声で試合を作る
・アナウンスのテンポが良いと試合展開も良くなる
・アナウンスに合わせて打席に入る選手が多い
・1回のポジション紹介はピッチャーの動きに合わせる
・選手がプレーに集中できる

＜笑顔＞
①口角が上がると声のトーンも上がる
・スポーツの現場らしく明るい声でアナウンス
②周りに安心感を与え、信頼関係が生まれる
・仕事をする上で周りとの信頼関係は大切
・チームに良い影響を与える
3 ジティブな思考・言葉が生まれる
・想いを言葉に乗せることで球場全体が 良い雰囲気になる

※緊張しすぎたときは「心を鎮める呼吸法」を思い出そう！！
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＜日頃から気をつけていること＞
喉を中心とした健康管理
①うがい、手洗いは欠かさない
・年間通じて帰宅時、起床時	
②乾燥しないように気をつける
・乾燥が酷い日はマスクをして寝る
・ホテルや移動時（飛行機、新幹線等）はマスク 、ハチミツやハーブの使用
③咳払いは絶対にしない 
・特に風邪を引いているときは禁止
④信頼できるかかりつけ医をみつける
 ・異変を感じたらすぐに駆け込む

アルコール・カラオケ
・何事もほどほどに
・声帯は消耗品ということを忘れずに
・試合前日はアルコール禁止

言葉遣い
①日頃から正しい日本語を使うようにする
 ・咄嗟の判断でアナウンスする際、普段使う言葉が出てしまうので日頃から気をつける（流行言葉は使わない）
 ・語尾は伸ばさない
 ・声のトーンも優しさのある高い声を意識する
 ・語彙を増やすように努力する
②女性らしい言動を心がける
 ・声は正直なので人間性や精神状態が出る
 ・誰でも出来る仕事ではないので、憧れてもらえる女性になれるよう人間性を磨く




皆さんの笑顔と美しいアナウンスでリーグ戦を盛り上げてくださいね。
またお会いできるのを楽しみにしています！！
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